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	　　　　　　　　　　　　　　　クリプトスポリジウム集団感染

平成１６年８月に長野県の宿泊施設利用者の多数がクリプトスポリジウムに感染し、千葉県において二次感染が発生しました。これらの概要が病原微生物検出情報に報告されましたので、その概要等をお知らせします。

長野県の報告

　平成16年８月下旬に長野県北部で遊泳プール、体育館等の運動施設を持つ宿泊施設の利用者12グループ中４グループ288名が発症した。４グループの内Ａスポーツクラブがプールを利用し、あとの３団体が体育館を利用していたが、共に体育館前の便所を使用していた。プール設備の維持管理（塩素消毒、砂ろ過等）には問題は見られなかった。

Ａスポーツの児童１名が体育館便所前で下痢便を失禁したが、清掃の際、便所手洗い場を使用していた。発症が見られた体育館利用の３グループは便所手洗い場の流しを使って麦茶、スポーツドリンクを作っていた。市販のスポーツドリンクを飲んでいたグループからは発症者はいなかった。

プール水ろ過装置の砂、糞便汚染場所の床及び清掃用タオルからクリプトスポリジウムが検出された。

Ａスポーツの他の児童１名は宿泊施設を利用する前に発症し、オーシストが検出されたことから、複数の感染児がプールを使用していたと考えられた。児童の糞便によりプール水が汚染され、感染が拡大した可能性が考えられた。体育館使用の３グループは、便所手洗い場を介して感染したと考えられた。

千葉県の報告

　Ａスポーツクラブの長野県のプール合宿に千葉県内の10クラブが参加し、参加者273名中222名が下痢などの消化器症状を呈し、クリプトスポリジウムを検出した。潜伏期間は２～10日（平均７日）であった。また２クラブにおいて、長野県の集団感染後にプールを利用した合宿不参加者48名が下痢、腹痛等の症状を呈し、二次感染者と考えられた。なお、一次感染者は症状消失後にプールを使用していた。

埼玉県の報告

　長野県内の宿泊施設を利用し、糞便検査でクリプトスポリジウムが陽性であった大学生の発症者18名の調査票を解析した結果、潜伏期間は２～８日と推定された。糞便のオーシスト排出検査をしたところ、10名が発症後33日でも陽性が確認され、最長は60日で２名いた。

（以上　病原微生物検出情報(Vol.26 No.7)　2005年7月15日発行）

クリプトスポリジウム症とは
消化管寄生性原虫であるクリプトスポリジウム属（主なものはCryptosporidium parvum ）による感染症。環境中ではオーシスト（子虫数匹を含んだ胞子）の形で存在する。感染型であるオーシストは直径４～６μｍでかなり小さく、原虫類としては最小。
感　　染　　牛、豚などの家畜、犬、猫、ねずみなど哺乳動物が保虫宿主であり、その便が感染源となり、飲食物や水を介した経口感染。オーシストを排出する感染者も感染源となる。
症　　状　　腹痛を伴う一過性の水様性下痢が一週間程度持続し、嘔吐や発熱を伴うこともある。感染しても症状が出ない場合もあるが、いずれの場合も感染者の糞便からは、数週間オーシストの排出が続く。患者の免疫機構が正常に働くと、原虫が増殖できなくなるため自然治癒する。

感染期間　　自然界に放出されたオーシストは湿環境下では２～６か月は感染性を保持する。　　　　　　

乾燥や熱（60℃以上）に弱い。常温・乾燥状態で１～４日で感染力を失う。

対　　策　　感染源であるオーシストは塩素消毒には強い抵抗性を示すが、熱に弱いので、便が付着した可能性があるものは煮沸消毒をする。床などは熱湯を散布する。

遊泳プールの対策　 ①乳幼児の糞便による汚染を防ぐために、清潔で利用者に十分な数の便所及びプールと区画したおしめ交換場所を設ける。そして、遊泳中にもたびたびトイレ休憩を入れる（MMWR，Vol.50(20)；406-410，2001）。②大変難しいが、発症者は症状が無くなっても最低２週間はプールを利用させない。
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